
  
 

第 139 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 
【平 成 23 年 9 月 14 日 (水 ) 開 催   会 場 ：岩崎学園（相鉄岩崎学園ビル 8F）】 

 

 

                                                     
          
 
 

 
 
 
                                                                                                          

                                                    
 
 

 
 

 

 

 

  

 

  

ご参考 

１. 株式会社Ｅ・ミニモ      代表者  西尾 達二 氏  
【設立】 2011年2月 

【住所】 神奈川県藤沢市鵠沼東1-1 玉半ビル3階 インキュベートルーム1号  【資本金】 10,500千円 

【事業概要】 神奈川県「グリーンIT活用産業振興事業」に採択された、「次世代ビジネス用EVスクータ」(イブリダセル、My 

wayプラス、日本商用二輪車管理、藤沢市産業振興財団との連携)の研究・開発成果を商品とした「EVコミューター」メーカ

ーである。車輛の特徴は、独自開発による「EVパワーユニット(一充電100km走行)+車体(モジュール化)」であり、使用状況が

過酷なビジネス車で使用可能な「走行能力・耐久力」を備えた、優れた車輛である。同時に部品点数の縮小化、規製パーツ

の活用により、量産化でのコストダウン・小ロット生産を可能にした。 

【コメント】 高齢化等により宅配サービス市場の拡大化が見込まれているため、CO2 排出や騒音問題のない EV スクータは大

変重宝されると思います。また、ニッチな市場への少量生産や販売が可能で、より個性的な商品を提案できるそうです。 

２.  株式会社ブライトン    代表者  長坂 雄司 氏 
【設立】 1998年3月  

【住所】 山梨県甲府市中町380-2   【資本金】 10,000千円 

【事業概要】 全国の農家に対しにんにくの生産を呼びかけ、それを熟成発酵加工した「黒にんにく」という無添加食品として

販売している。にんにくの種の供給から栽培、熟成加工、及び販売までの一貫した物流ラインを持っている。①黒にんにくとい

う高付加価値、高機能な食品を首都圏を中心に販売している。②農業活性化に繋がる６次産業の有力素材として静岡、

千葉、高知等の自治体とも連携を取っている。③「黒にんにく」が代替医薬品としての食品として認知され、医療費削減の貢

献に繋がる様、研究開発も行っている。 

【コメント】 にんにくは体に良いとはわかっていても、つい強烈な臭いが気になり敬遠してしまうのですが、胃腸への負担も少なく

臭いも極力軽減された商品と聞き、是非試してみたいと思います。事業パートナーも募集されています。 

2011/9/30 

３. 株式会社トラン       代表者  藤原 和江 氏 
【設立】 2001年4月  

【住所】 東京都新宿区市谷本村町 3-28 新日本市ヶ谷ビル 4 階   【資本金】 50,000 千円 

【事業概要】全国のタクシーを格安な定額料金で乗車できる「らくらくタクシー」という会員数 5 万 5 千人、ご利用者の 95％か

ら五つ星の最高評価を受けているタクシーの予約サイトを運営。昨年「らくらくＧＰＳサービス」という車両の動態管理システムの

提供を開始した。このシステムは、『安価だけど高機能』を売りにタクシー、バス、トラック、配送車輛向けに提供中である。更に

先月より安価なスマートフォン対応システムもスタート。車載機を POS（販売時点情報管理）端末として利用できる安価な仕

組みを配送や営業車輛向けに展開中である。機器ご利用者の販路拡大、顧客の囲い込み、満足度向上に貢献していく。 

【コメント】 「らくらくタクシー」事業は利用者から大変高評価を受けています。昨年開始した「らくらくGPS サービス」も様々な業

態の各種車両に対応でき、今後の成長が期待されます。販売網拡張のため運送・警備・配達会社などご紹介下さい。 

 
４．環境ルネッサンス株式会社     代表者  武田 豊樹 氏  
【設立】 2008年12月 

【住所】 東京都港区赤坂4丁目13番5号 赤坂オフィスハイツ  【資本金】 30,000千円 

【事業概要】 環境・食・エネルギーの循環型社会構築を会社目的とする。宮城県にて食品・飲料・飼料工場の廃棄原料、

有機汚泥などのバイオマスを廃棄物として受け入れ、メタン発酵（一部は発酵堆肥化）させ発生したメタンを燃やして再生可

能エネルギー発電を行う。日本の食料自給率40%に比して、エネルギー自給率は4%であり、自給エネルギー生産が社会的に

重要。また日本初の試みとして、メタン発酵滓を栄養源として微細藻類を培養し、家畜飼料とする。日本の家畜飼料は75%

が海外からの輸入であるが、将来はこれを自給代替する新産業とする。 

【コメント】 日本のエネルギー自給率は４％という低さに驚きました。「環境・食・エネルギー」の３つを循環させた観点で取り組

まれているところが素晴らしいと思います。食品企業のリサイクル及び環境管理担当の方を是非ご紹介下さい。 

 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 

 
第 140 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

日  時： 平成 23 年 10 月 12 日（水）                           

発表会： 13:30 ～ （発表後、交流会） 

 

会  場： 学校法人 岩崎学園 横浜西口 2 号館 
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-17 

相鉄岩崎学園ビル内 8 階 （横浜駅西口より徒歩 3 分） 

 

※発表企業詳細は追ってご連絡致します。 

 

NPO 法人ベンチャー支援機構 MINERVA 
 ※名称変更手続き中  

（TEL）045-470-8668 (FAX) 045-470-8818 

大森／奈尾 

(株)TNP パートナーズ、 (株)TNP オンザロード 
（TEL）045-470-8088 (FAX) 045-470-8090 

井汲／吉岡 

 

《感 想》 ２カ月ぶりの開催でしたが、この度も多くの皆様にお集まり頂き、ありがとうございました。

今回も様々な業態の企業様よりご発表があり、発表後の交流会はいつもにもまして、活発な意見

交換の様子がうかがえました。来月もより皆様のご来場をお待ちしています。 


